
学校教育実践に生かす解決構築アプローチ（WOWW）研究会 

第 10 回研究大会 ご案内 

 

主催 WOWW 研究会（http://woww.jp/） 

（会長 北海道教育大学旭川校 教授 久能弘道） 

後援 北海道教育委員会・旭川市教育委員会 

みんな元気になる 「解決志向ブリーフセラピー」 

学校教育実践に生かす解決志向アプローチ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【期   日】 ２０１８年８月７日（火）１０：００～１７：００  ８日（水）１０：００～１７：００ 

【受付時間】 ７日 ９：３０～９：５０  ８日 ９：３０～９：５０ 

【会   場】 旭川市勤労者福祉会館 中会議室(７日) サンアザレア 2 階ホール(８日) 

                                        旭川市６条４丁目（０１６６-２６-１３０４） 

【対   象】 小・中・高等・特別支援学校職員、スクールカウンセラー、教育関係者、学生 

【参 加 費】 一般   ７日のみ参加 ３，０００円  ８日のみ参加 ３，０００円 両日参加 ５，０００円 

         大学生 ７日のみ参加 ２，０００円  ８日のみ参加 ２，０００円 両日参加 ３，０００円 

【懇 親 会】 参加ご希望の方 ５，０００円  ７日 （会場：アートホテルズ 旧ロワジールホテル） 

【申込方法】 別紙申込書（3 枚目）にご記入の上、FAX で 7 月 29 日（金）までにお申込みください。 

         ① 会場の関係から、先着順 100 名定員で締め切らせていただきます。 

         ② 参加費は、当日会場でお支払いください。 

【講師】 長谷川 啓三 先生 

東北大学名誉教授。教育学博士。ICT 家族心理研究センター代表。日本ブリーフセラピー協会会長。 

20 年以上にわたり東北大学で、家族療法、ブリーフセラピーについての研究と教育に携わられてきた。 

 

主な著書は、「家族内パラドックス」（彩古書房）、「ソリューションバンクー短期療法の哲学と新展開」（金子書

房）、「大震災からの心の回復―リサーチ６と PTG」（編著、新曜社）、 

「解決志向介護コミュニケーションー短期療法で家族を変える」（編著、誠信書房）など多数。 

ワ            ウ 

Working On What Works 

WOWW とは・・・ 

うまくいっていることに取り組む Working On What Works

の略称です。心理療法の一種である「ブリーフセラピー」

を生かした、様々な学校教育実践のことです。 

 

今年の研究大会では・・・。 

ブリーフセラピーについてワークショップとコンサルテーシ

ョン、学校現場での WOWW の活用事例の検討を行って

いきます。 



 第 10 回 学校教育実践に生かす解決構築アプローチ（WOWW）研究大会  

 

８月７日の日程（１０：００～１７：００）           ８月８日の日程 （１０：００～１７：００） 

 

ブリーフセラピーの出発 

1960’s – 1980’s と 2011 年東日本大震災以降 

 

【午前の部 １０：００～１２：３０】 

 

【１０：００～１０：１５】 

開会の挨拶 WOWW 研究会会長 久能弘道 

 

【１０：１５～１２：３０】 

Ⅰ ブリーフセラピーの出発 

1960’s – 1980’s 

長谷川 啓三 先生 

 

 

【昼食 １２：３０～１３：３０】 

 

【午後の部 １３：３０～１７：００】 

 

【１３：３０～１７：００】 

Ⅱ ブリーフセラピーの発展 

             東日本大震災以降 

長谷川 啓三 先生 

 

 

 

 

【１８：００～   】 

懇親会 アートホテルズ（旧ロワジールホテル） 

                                （希望者） 

               

 

 

 

 

 
※内容と時間帯は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。 

 

ライブコンサルテーションと 

WOWW のこれまでとこれからを考える二本立て 

 

【午前の部 １０：００～１２：３０】 

 

【１０：００～１０：０５】 

開会の挨拶 WOWW 研究会会長 久能弘道 

 

【１０：０５～１２：３０】 

長谷川先生によるコンサルテーション 

 

※２日目の活動では、参加者の皆様の中からコンサルティ（相談者）

２名を募集しています。次ページの申し込み用紙をご参照ください。 

 

【昼食 １２：３０～１３：３０】 

 

【午後の部 １３：３０～１７：００】 

WOWW の始まり・現在・過去・未来 

【１３：３０～１５：００】 

・特別な支援を必要とする子どもへの活用 

野崎徹(滝川市立滝川第三小学校) 

大島信子(美唄市立美唄中学校) 

・リソースマネジメントの発想による学校づくり 

 内藤晃宏(富良野市立鳥沼小学校) 

【１５：００～１５：１５】 休憩 

【１５：１５～１６：５５】 

・解決志向の目で子どもと関わるーーはじめの一歩ーー 

 小林亮太(北海道札幌養護学校)・岩岬慶明(旭川市立

北鎮小学校)・高橋甲(旭川育児院) 

・「いいとこ探し」を考える 

 松田剛（富良野市スクールカウンセラー） 

・子どもと保護者から学ぶ役に立つ支援 

久能弘道(北海道教育大学) 

【１６：５５～１７：００】 閉会のあいさつ 



 

FAX 0154-44-3386 
学校教育実践に生かす解決志向アプローチ(ＷＯＷＷ)研究会 

第 10 回 研究大会 申込書 

◆ 会場近隣に飲食店が少ないことから、お弁当の斡旋(700 円)を行っています。 

◆ 懇親会について： 8 月 7 日 18:00 より、＜アートホテルズ（旧ロワジールホテル）＞において、会費 5,000 円  

で懇親会を予定しています。 

【問い合わせ先】 学校教育実践に生かす解決構築アプローチ(ＷＯＷＷ)研究会事務局 

〒085-8580 釧路市城山 1 丁目 15-55 北海道教育大学釧路校 浅井継悟 
FAX：0154-44-3386 E-mail：woww_asahikawa@yahoo.co.jp （メールでのお申込みはこちらまで） 

お名前
フ リ ガ ナ

 
 

ご住所  

電話番号  FAX 番号  

勤務先  

E-Mail ＠ 

参加申し込み 
7 日（火） 申し込む ・ 申し込まない 

8 日（水） 申し込む ・ 申し込まない 

お弁当の申し込み

（700 円） 

7 日（火） 申し込む ・ 申し込まない 

8 日（水） 申し込む ・ 申し込まない 

懇親会参加の有無 参加する  ・  参加しない 

解決志向アプローチ 

について ほとんど知らない ・ ある程度知っている ・ 時々使う ・ よく使う 

デモンストレーション 

(８日)での事例提供の可否 

※８日の午前の研修の中で参加者の中から２名の方に事例の提供をお願いします。対応に困っている子ど

も等の事例について提供していただき、長谷川先生によるコンサルテーション及び、全体での検討を行う

形で進めていく予定です。提供していただける場合には、下に事例内容を簡単にお書きください。    

８日 午前：コンサルテーションを希望する、担当する子ども等への対応に困っている事例 

 

提供を希望する ・ 他に希望者がいない場合には提供してもよい ・ 提供しない 

 

事例内容 （例：クラスの児童生徒の対応に困っています） 

 

 

参加にあたっての 

ご要望 

 


